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１．子どもを取り巻く教育・保育の現状

令和の日本型学校教育って

どういうこと？

コロナ禍の影響

懸念される子どもの健康問題



中央教育審議会では，令和3年1月26日の第127回総会において「「令和の日本
型学校教育」の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す，個別最
適な学びと，協働的な学びの実現～（答申）」を取りまとめました。



内閣府「青少年のインターネット利用環境実態調査」
000821204.pdf (soumu.go.jp)

https://www.soumu.go.jp/main_content/000821204.pdf


2~5歳児の5％が自分専用のスマホを持っている？！



インターネットの利用時間／裸眼視力

図1 裸眼視力1.0未満の子どもの割合。近視の割合は年々増

加しており、低年齢化も進む。（学校保健統計調査、文部科学
省）



近視予防に何がよいか？外遊び！！
両親が近視であっても、1日2時間超外遊びを
する子どもはほとんど外遊びをしない子ども
に比べて、近視の発症率が3分の1以下に
減った。

6～14歳の近視ではない子ども514人を1989年
～2001年の12年間追跡調査し、親の近視の
数別の屋外活動時間と近視発症率を分析した
米国の研究。屋外活動時間が週14時間（1日2
時間）を超える子は、両親とも近視でも近視に
なりにくい。
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図2 近視と屋外活動


